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政策体系１

■政策施策体系

【
将
来
像
】

　こ
こ
に
住
ん
で
良
か
っ
た…

み
ん
な
大
好
き
松
阪
市

1 . 輝く こ ども たち

① こ ども ・ 子育て支援の推進

② 未就学児への支援

③ 学校教育の充実

2 . いつまでも いき いき と

① 健康づく り の推進

② 地域医療の推進

③ 地域福祉・ 生活支援の充実

④ 高齢者福祉の推進

⑤ 障がい福祉の推進

3 . 活力ある産業

① 農業・ 水産業の振興

② 林業の振興

③ 商工業の振興

④ 企業誘致・ 連携の推進

⑤ 観光・ 交流の振興

⑥ 松阪牛・ 地域ブラ ンド の振興

⑦ 雇用・ 勤労者福祉の充実

4 . 人も 地域も 頑張る力

① 市民活動･社会教育の推進

② 中山間地域の振興

③ 文化の振興

④ スポーツと 連動し たまちづく り の推進

⑤ 人権尊重・ 多様性社会の推進

5 . 安全・ 安心な生活

① 交通安全対策の充実

② 防犯対策と 消費者保護の充実

③ 防災・ 危機管理対策の充実

④ 浸水対策の充実

6 . 快適な生活

① 自然と 生活の環境保全

② 資源循環型社会の推進

③ 地域公共交通の充実

④ 都市空間・ 住環境の整備

⑤ 道路等の整備

⑥ 上下水道の整備

7 . 市民に寄り 添う 市役所
① 行政サービ スの充実

② 情報発信・ プロモーショ ンの充実

③ 健全な財政運営

（ 子育て・ 教育）

（ 福祉・ 健康づく り ）

（ 産業振興）

（ 地域づく り ）

（ 防犯・ 防災）

（ 生活基盤の整備）

（ 行政経営）

【 政策名】 【 施策名】

【
横
断
的
な
取
組
】
公
民
連
携
の
推
進

若
者
定
住
・
福
祉
社
会
の
実
現
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【 基本計画の施策の見方】

7 つの【 政策名】

施　 策　 名

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

該当する施策によ り 、 1 0 年後に松阪市がめざすべき 理想の姿を 示し ています。

■ 現　 　 状

● 施策に関する 2 0 2 4（ R6 ）年度当初の社会状況を 示し ています。

■ 課　 　 題

●「 現状」を 踏まえ、 施策を 進めていく う えでの課題や改善点を 示し ています。

■ 関連計画

● 施策に関する市の策定し た計画を 記載し ています。

■ 主な取組

● 現状や課題を 受けて、 松阪市が行う 取組を 示し ています。

なお、 　 　 　 　 　 　   が付記さ れたは取組は下記のよう な取組と なっ ています。

※　 　 ： 2 0 2 4（ R6 ）年度以降の新たな取組

※　 　 ：「 超高齢社会」の課題解決や「 若者定住」を 促進する取組

※　 　 ： 市と 民間と が協働し て行う 取組

感染症N ew ! !

N ew ! !

若者・ 福祉 公民連携

若者・ 福祉

公民連携

● 数 値 目 標 ●

施策の効果を はかる ために指標を 設定し 、 基本計画の終了年度である 2 0 2 7（ R9 ）年

度にめざすべき 数値目標を 示し ています。

なお、 目標種別については

　  ： 現状と く ら べ4 年後の値を 上げる 目標

　  ： 現状と く ら べ4 年後の値を 下げる 目標　

　  ： 現状を 維持する 維持目標　 　 を 表し ています。

●公民連携の推進
■ 市と 民間と が協働し ている、 またはこ れから 協働を 行う 予定の部分について記載し ています。

●若者定住･福祉社会の実現
■「 超高齢社会」の課題解決や「 若者定住」を 促進する 部分について記載し ています。

横断的取組

再定義の視点
◆ 他の施策に副次的な効果を も たら し ている部分について記載し ています。

市民ができ るこ と
◆ 市のめざす姿を 達成する ために、 市民みんなででき る こ と を 記載し ています。
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